
 

★ 通常点検 

 毎朝の通常点検では、規律心を養い、確実軽快な動作に習熟させ、厳正な態度を身につけさせ、団体行

動の適正を図ります。 

 また、在学中に各学生が、数回、指揮を執る事ができるように 2班編制で通常点検を行っています。 

 

  

★ 放水訓練  

 消防ポンプの授業で放水訓練を実施し、６５ｍｍホースを使用しての放水を防火服着装して行いました。 

実際に水の通ったホースの重さと、放水圧力を感じられたと思います。 
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★ 大規模災害初動対応訓練 

5 月 10 日(木)、訓練課業終了後の 18 時 00 分に、「日向灘沖を震源とする大規模な地震により、宮崎

市木花及び赤江地区に甚大な被害が発生」との想定付与により、屋内訓練場(体育館)を緊急消防援助隊

のベースキャンプ地と見立て、30 分間で個人装備品の準備を指示し、必要資機材等(仮眠場所・発電機・

照明等)の設営を行いました。また、18 時 30 分に「木崎浜に多数の傷病者があり、車両等の進入不可」の

想定指令で、学校からランニングで木崎浜まで移動、その後、ダミー人形を徒手及び担架に収容、学校まで

約 5 キロメートルの搬送訓練を行いました。夜間帯にも学校施設内での要救助者検索及び搬送訓練を行い、

訓練は、翌朝 5時に無事終了しました。 

 
寮直室から災害出動指示              出動準備                 出動人員確認 

 

                     宿営所設置 

 

被災地へ駆け足行進で移動         各小隊に別れ要救助者搬送準備         要救助者搬送 

 

夜間反省会                     仮眠準備             深夜 2時非常召集 

 

中高層ビルからの要救助者救出 



★ 団長研修・慰霊祭 

  5月 21日（月）に消防団長研修、消防職・団員殉職者慰霊祭が行われました。 

 消防団長研修では、惨事ストレス研修、および、消防団教育用に総務省消防庁より無償貸与されたドロー

ンや、オフロードバイク等の確認を行いました。 

慰霊祭（宮崎県消防協会主催）には宮崎県知事をはじめ、多数のご来賓、ご遺族の出席の下、宮崎県消

防殉職者６６柱の御霊に対し哀悼の意を捧げました。 

このような悲しい事故を二度と起こさぬよう、また、起こさせないように、消防学校としても安全管理教育の

充実を図って参ります。 

 

 
                       惨事ストレス研修および総務省消防庁無償貸与品確認 

 

参列された河野知事                  慰霊碑                 玉串奉納 田中危機管理統括監 



★ 空気呼吸器取扱講義 

  5月 23日(水)、呼吸用保護具の株式会社重松製作所九州営業所の加来氏、白石氏にご来校を頂き、

空気呼吸器・空気ボンベの基礎知識について講義を受けました。 

現場で活動する消防吏員は、様々な現場活動において空気呼吸器を着装して活動するため、構造や

正しい点検要領を熟知することは、自己の命を守ることに直結します。 

 

 

【講義の様子】 

★ 体力錬成訓練 

  課業の実科訓練を実施する前に、日々メニューを変え体力錬成を実施しております。 

この日のメニューはサーキット（足上げ腹筋 30回、腕立て30回、ロープぶらさがり30秒、手押し車４０ｍ、

引きずり搬送４０ｍ等を 9セット）でした。皆、いい表情で体力向上に励んでおります。 

 

 



★ 第 36回宮崎県消防救助技術指導会の見学 

  5月 24日(木)、宮崎市北消防署東分署で開催された第 36回宮崎県消防救助技術指導会を見学しま

した。 

先輩職員の高度な消防救助技術を目の当たりすることにより、大きな刺激を得たようです。九州・全国大

会に出場される隊員の皆様のご健闘をお祈りいたします。 

開会式、閉会式では、標員勤務、選手団等のプラカード要員を立派に勤め上げました。見学後は、学校ま

での約 10キロをラニングで帰路に着きました。 

 

 

★ 消防学校 新規導入資機材 

 下記の写真は、アリゾナボーテックスというレスキューフレームセットで、CMC および FERNO の方から講習

を受けた際の写真です。（受講者は学校教官です。） 

ロープレスキューに最適とされており、通常の３脚としての使用はもちろん、現場の地形に応じて２脚や１脚

での使用も可能です。 

 山岳地域、海岸線など、現場に支点作成用のアンカーとなる支持物が無い場所等の引き上げに威力を発

揮する資機材だと思います。 

無論、マンホール救助等の縦坑には最適です。 

警防・特殊災害科や、救助科等の専科で活用していきます。 

  

 

 



★ 6月の主な行事予定 

   6月 1日（金）  移動消防学校（夏期訓練） 6月 24日（日）まで 

6月 6日（水）  警防・特殊災害科（消防学校） 6月 22日（金）まで 

6月 26日（火） 救急救命士追加講習 事前審査（消防学校） 

6月 28日（木） 救助科 7月 26日（木）まで 

 

問い合わせ 宮崎県消防学校 

担 当:伊豆元 優一（いずもと ゆういち） 

電話:0985-56-0555 FAX:0985-56-1475 

E-mail:shobou-s@pref.miyazaki.lg.jp 


